
戦略的プロジェクト研究推進事業［新規］
（委託プロジェクト研究）

【２，１５１（－）百万円】

対策のポイント
国において、農林水産政策上特に重要な研究開発課題（人工知能（ＡＩ）

の活用等）について企画・立案し、重点的に委託研究プロジェクトを推進し

ます。

＜背景／課題＞

・農林水産業の競争力の強化や持続性の確保のためには、先導的で高度な最新技術によ

り生産性の飛躍的な向上や新需要の創出を実現することが重要です。また、動植物の

病害虫や地球温暖化など、農林水産業の持続性を脅かす問題に対応する新技術も不可

欠です。

・こうした重要課題に取り組むためには、最新技術を活用し、農林漁業者と専門家の総

力を結集した国家プロジェクトとして重点的な研究開発の推進が求められています。

政策目標
○ＡＩを活用し、病害虫の早期診断により病害虫被害を最小化する技術の開

発（平成33年度）

○施設園芸からの化石エネルギー由来のＣＯ 排出量をゼロに削減する技術の２

開発（平成33年度）

○抗菌剤慎重使用の要請に対応しつつ、常在疾病対策を強化することによる

家畜生産基盤の強化に資する技術の開発（平成33年度）

＜主な内容＞

国において、農林水産政策上特に重要な研究開発課題について、明確な開発目標の下、

農林漁業者への実装までを視野に入れた重点的な委託研究プロジェクトとして推進しま

す。

農林水産業の飛躍的な生産性の向上等を図るため、人工知能（ＡＩ）やＩｏＴ等

の最新技術を活用して、病害虫の早期診断技術や安全で効率的な漁業操業技術等の

開発を推進します。

２．農林水産業における昆虫等の積極的利活用技術の開発
農林水産業の競争力強化に向けて、未利用資源である昆虫等を活用するため、農

業における昆虫等の花粉媒介者としての積極的利用技術、養殖業における昆虫等の

飼料としての積極的利用技術の開発を推進します。

３．蚕業革命による新産業創出プロジェクト
遺伝子組換えカイコを活用した新産業を創出するため、カイコに医薬品等の有用

物質を効率的に生産させるための基盤技術等の開発を推進します。

［平成29年度予算概算要求の概要］

[研究開発の例]

１．人工知能未来農業創造プロジェクト （←詳細については、資料６参照）
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４．生物機能の高度活用による高機能性農作物等の生産技術の開発
収益力・競争力の高い新たな農林水産業を創出するため、農作物等が元来有する

機能を活用して、ゲノム編集技術等により、消費者メリットと生産者メリットを兼

ね備えた高付加価値の機能性農作物等を生産する技術の開発を推進します。

５．中山間地域における農業・農村の活性化に資する調査研究
中山間地域における農業経営の収益力向上に向けて、十年先を見据えた技術的課

題を明らかにし、新たな技術開発の目標水準を明確にするための調査研究を推進し

ます。

６．薬剤耐性問題に対応した家畜疾病防除技術の開発
家畜生産基盤の強化のため、動物用抗菌剤の使用によるリスクを低減するための

研究を実施するとともに、抗菌剤に頼らない常在疾病防除技術の開発を推進します。

７．農業分野における気候変動緩和技術の開発
農林水産業の持続性確保のため、農業分野における主な温室効果ガス排出源のう

ち、現時点で実用的な削減・吸収技術が確立していないものに対する革新的な気候

変動緩和技術の開発を推進します。

委託費

委託先：民間団体等

お問い合わせ先：

２、４及び７の事業

技術会議事務局研究開発官（基礎・基盤、環境) (０３－３５０２－０５３６）

１及び５の事業

技術会議事務局研究統括官（生産技術） （０３－３５０２－２５４９）

３の事業

技術会議事務局研究企画課 （０３－３５０２－７４０８）

６の事業

消費・安全局食品安全政策課食品安全技術室 （０３－３５０２－５７２２）

［平成29年度予算概算要求の概要］
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○
食

品
残

渣
等

を
利

用
し

て
昆

虫
を

大
量

増
殖

し
、

高
品

質
・
低

価
格

な
養

殖
用

飼
料

を
供

給
す

る
技

術
を

開
発

す
る

。

→
新

た
な

飼
料

用
昆

虫
の

探
索

→
低

コ
ス

ト
・
低

労
力

の
飼

育
シ

ス
テ

ム
（
餌

料
・
施

設
・
管

理
、

保
存

・
輸

送
方

法
）
の

開
発

→
給

餌
方

法
や

養
殖

魚
の

成
長

等
に

よ
る

飼
料

と
し

て
の

評
価

→
世

界
の

昆
虫

利
用

に
関

す
る

情
報

収
集

や
普

及
啓

発

２
．

農
林

水
産

業
に

お
け

る
昆

虫
等

の
積

極
的

利
活

用
技

術
の

開
発

養
殖

飼
料

原
料

の
約

半
分

を
占

め
る

魚
粉

が
不

足
し

、
価

格
は

高
騰

し
続

け
て

い
る

た
め

、
早

急
な

代
替

飼
料

の
開

発
が

必
要

○
こ

れ
ま

で
未

開
発

だ
っ

た
野

生
の

花
粉

媒
介

昆
虫

を
明

ら
か

に
し

、

生
態

系
サ

ー
ビ

ス
を

有
効

活
用

す
る

基
盤

技
術

を
開

発
す

る
。

→
効

率
的

な
花

粉
媒

介
昆

虫
の

探
索

、
養

蜂
で

の
利

用

→
花

粉
媒

介
昆

虫
に

よ
る

生
産

安
定

化
・
品

質
向

上
技

術
の

開
発

国
内

外
の

花
粉

媒
介

昆
虫

が
減

少
し

続
け

る
中

、
有

用
な

野
生

の
媒

介
昆

虫
を

持
続

的
に

利
用

す
る

技
術

開
発

が
不

可
欠

例
）

昆
虫

に
よ

る
受

粉
を

活
用

す
る

こ
と

で
労

働
時

間
を

短
縮

c

・
新

た
な

在
来

の
媒

介
昆

虫
を

利
用

・
養

蜂
の

輸
入

へ
の

依
存

を
低

減

①
効

率
的

な
花

粉
媒

介
昆

虫
の

解
明

②
野

生
の

花
粉

媒
介

昆
虫

に
よ

る
効

果
を

増
強

す
る

技
術

の
開

発

例
）

周
辺

に
花

を
植

え
る

こ
と

で
園

地
へ

花
粉

媒
介

昆
虫

を
多

く
呼

び
込

み
果

実
の

安
定

生
産

・
高

品
質

化

・
花

粉
一

粒
P

C
R

に
よ

る
同

定
・
付

着
花

粉
メ

タ
ゲ

ノ
ム

解
析

・
花

香
の

化
学

分
析

・
花

蜜
の

化
学

分
析

・
成

分
の

人
工

模
倣

・
昆

虫
を

誘
引

・
定

着
さ

せ
る

花
の

選
抜

廃
棄

物
⇒

良
質

な
タ

ン
パ

ク
質

や
豊

富
な

栄
養

素
を

含
む

餌
に

転
換

例
：
ア

メ
リ

カ
ミ

ズ
ア

ブ
成

虫

例
：
ア

メ
リ

カ
ミ

ズ
ア

ブ
幼

虫
・
蛹

H
er

m
et

ia
ill

uc
en

s

昆
虫

飼
料

攪
拌

・
貯

留
棟

搬
入

し
た

食
品

残
渣

昆
虫

飼
料

を
養

殖
魚

に
給

餌

乾
燥

・
粉

砕
し

て
製

造
し

た
飼

料

作
物

の
花

粉
媒

介
者

と
し

て
農

業
生

産
に

は
欠

か
せ

ず
、

大
き

な
経

済
効

果
を

生
み

出
せ

る
有

望
な

未
開

発
資

源
タ

ン
パ

ク
質

・
脂

質
・
ミ

ネ
ラ

ル
に

富
み

、
飼

料
効

率
が

高
く
、

管
理

し
や

す
い

優
良

な
飼

料
と

な
り

得
る

未
開

発
資

源
昆

虫
は

、

労働時間

人
工

昆
虫

D
ow

n!

2
0
1
0 

年
1
9
9
0

1
9
7
0

ミツバチコロニー数（百万）

4 3 2 1 0

媒
介

昆
虫

が
生

む
利

益
⇒

 4
7
0
0
億

円
う

ち
、
７

割
が

野
生

昆
虫

の
寄

与
と

算
出

[2
01
6年

2月
、

農
環

研
の

発
表
]

減
少

過
去

現
在

【
養

殖
用

飼
料

へ
の

昆
虫

利
用

】
【
花

粉
媒

介
者

と
し

て
の

昆
虫

利
用

】

人
工

受
粉

媒
介

昆
虫

リ
ン

ゴ
や

ナ
シ

で
は

約
９

割

3



①
付
加
価
値
の
高
い
バ

イ
オ
医

薬
品

等
を
よ
り
効

率
的

に
生

産
さ
せ

る
基

盤
技

術
を
開
発
す
る
と
と
も
に
、

②
地
域
の
遊
休
化
施
設
等
を
活
用
す
る
形

で
、
医

薬
品

医
療

機
器
等
法
（
薬
機
法
）
や
カ
ル
タ
ヘ
ナ
法
に
対
応

し
つ
つ
、
医

薬
品

用
カ
イ
コ
等
を
効
率
的
・
安
定
的
に
飼
育
す
る
施
設
（
ス
マ
ー
ト
養

蚕
）
の
仕
様
を
確

立
す
る
。

１
．
バ

イ
オ
医

薬
品

等
を
効

率
的

に
生

産
す
る
技

術

２
．
ス
マ
ー
ト
養

蚕
施

設

○
最
近
、
遺
伝
子
組
換
え
カ
イ
コ
を
利
用
し
た
新

た
な
機
能
性
素
材
や
医
薬
品
等
の
生
産
が
開
始
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
こ
れ
ら
日
本
の
お
家
芸
技
術
の
開
発
・

普
及
を
加
速
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
生
物

資
源
（
桑
、
カ
イ
コ
）
を
活
か
し
た
新
た
な
市
場
を
創

出
し
、
中
山
間
や
離
島
地
域
の
産
業
・
雇
用
に
貢
献

で
き
る
可

能
性

。

１
．

新
シ

ル
ク

素
材

・
蛍

光
シ

ル
ク

・
強

靱
シ

ル
ク

（
ク

モ
⽷

シ
ル

ク
）

２
．

医
薬

品
・

診
断

検
査

薬
・

化
粧

品
（

ヒ
ト

コ
ラ

ー
ゲ

ン
）

・
ヒ

ト
医

薬
品

（
フ

ィ
ブ

リ
ノ

ゲ
ン

等
）

３
．

医
療

⽤
素

材
・

軟
⾻

再
⽣

ス
ポ

ン
ジ

・
不

織
布

透
明

シ
ー

ト
（

絆
創

膏
）

・
⼈

⼯
⾎

管

３
．
蚕

業
革

命
に
よ
る
新

産
業

創
出

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

現
状
及
び
課
題

【
期
待
さ
れ
る
経
済
効
果
】

１
．

農
家

所
得

の
向

上
→

 診
断

検
査

薬
⽤

の
繭

を
⽣

産
し

た
場

合
は

繭
代

が
現

⾏
の

１
０

倍
に

向
上

。

２
．

農
業

・
農

村
に

新
た

な
市

場
を

創
出

市
場

を
リ

ー
ド

→
 世

界
の

バ
イ

オ
医

薬
品

市
場

は
35

兆
円

(2
02

0年
) 

 

→
 世

界
の

化
粧

品
・

美
容

市
場

は
48

兆
円

(2
02

0年
)

軟
⾻

再
⽣

ス
ポ

ン
ジ

医
薬

品
等

の
成

分
（

タ
ン

パ
ク

質
）

が
３

〜
４

倍
に

向
上

糖
鎖

タ
ン

パ
ク

質

ヒ
ト

型
の

糖
鎖

に
加

⼯
さ

れ
る

こ
と

で
、

ア
レ

ル
ギ

ー
が

解
消

さ
れ

、
薬

効
も

格
段

に
向

上

昆
⾍

⼯
場

桑
刈

ロ
ボ

ッ
ト

⾃
動

給
餌

機

桑
園

農 業 生 産 法 人 が 研 究 参 画

委
託

研
究

プ
ロ
の

内
容

農
業
者

自
治
体

製
薬
企
業

平
成

23
年

に
は

約
2.4

兆
円

の
輸

⼊
超

過
を

記
録

。

○
医

薬
品

業
界

と
連

携
し
て
、

農
山
漁
村
地
域
に
新
た
な
バ

イ
オ
産

業
・
雇

用
を
創
出

○
桑
を
活
用
し
て
地
域
の
耕

作
放
棄
地
等
を
復
元
・
保
全

○
バ

イ
オ
医

薬
品

の
国

内
供

給
力
を
高
め
、
現
在
、
海
外

に
流
出
す
る
医
療
費
を
地
域

経
済
に
還
元

（
億

円
）

将
来
の
目
指
す
姿
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４
．
生

物
機

能
の

高
度

活
用

に
よ
る
高

機
能

性
農

作
物

等
の

生
産

技
術

の
開

発

可
⾷
部
に
有
⽤
成
分
を
⾼
蓄
積
化

農
作
物
等
が
元
来
有
す
る
機
能
を
活
⽤
し
、
医
療
分
野
等
で
利
⽤
さ
れ
て
い
る
最
新
の
バ
イ
オ
技
術
を
⽤
い
て
、
消
費
者

メ
リ
ッ
ト
と
⽣
産
者
メ
リ
ッ
ト
を
兼
ね
備
え
た
⾼
付
加
価
値
の
機
能
性
農
作
物
等
を
⽣
産
す
る
技
術
を
開
発
す
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
収
益
⼒
・
競
争
⼒
の
⾼
い
新
た
な
農
林
⽔
産
業
を
創
出
す
る
。

（
例
）

コ
メ
糠
中
の
フ
ェ
ル
ラ
酸

→
抗
酸
化
作
⽤
、
認
知
症
予
防
効
果

の
報
告
。

タ
マ
ネ
ギ
表
⽪
中
の
ケ
ル
セ
チ
ン

→
抗
酸
化
作
⽤
、
⾎
中
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
低
下
作
⽤
、
体
脂
肪

低
減
効
果
の
報
告
。

ブ
ド
ウ
表
⽪
中
の
レ
ス
ベ
ラ
ト
ロ
ー
ル

→
抗
酸
化
作
⽤
、
⼼
筋
梗
塞
後
の
⾎

管
機
能
改
善
効
果
の
報
告
。

規 制 や 社 会 受 容 等 の 壁

プ
ロ
グ
ラ
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
の
導
⼊
、
研
究
分
野
・
組
織
の
枠
を
超
え
た
推
進
体
制
等
に
よ
り
、
効
果
的
・
機
動
的
な

研
究
開
発
を
実
施
し
、
農
林
⽔
産
分
野
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
推
進
。

＜
研
究
開
発
の
例
＞

有
⽤
成
分
を
可
⾷
部
に
⾼
蓄
積
さ
せ
る
こ
と
で
、
通
常
の
2倍

以
上
の
価
格
で
の
販
売
が
可
能
と
な
る
⾼
付
加
価
値
農
作
物
の
開
発

最
新
の
バ
イ
オ
技
術

（
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
等
）

病
害
⾍
抵
抗
性
、
⾼
⽣
産
性
の
付
与

農
作
物
の
⾮
⾷
部
分
に
含
ま
れ
て
い
る
有
⽤
成
分
が

様
々
な
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
。

●
⾷
事
か
ら
有
⽤
成
分
の
摂
取
が
可
能
に

●
低
コ
ス
ト
・
省
⼒
化

●
⾼
付
加
価
値
化
に
よ
る
収
⼊
増

⽣
産
者
メ
リ
ッ
ト

消
費
者
メ
リ
ッ
ト

社
会
実
装

同
量
摂
取
で
き
る
フ
ェ
ル
ラ
酸
サ
プ

リ
メ
ン
ト
の
半
額
で
販
売
し
た
場
合

取
引
価
格
：
約
30
,0
00
円
/6
0k
g

（
通
常
の
2倍

以
上
）

⽣
産
量

：
約
35
,0
00
㌧
/年

販
売
額

：
約
17
5億

円
/年

２
膳
で
⼀
⽇
分
の
摂
取
量
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５
．
中

山
間

地
域

に
お
け
る
農

業
・
農

村
の

活
性

化
に
資

す
る
調

査
研

究

期
待

さ
れ

る
効

果

・
高
齢
化
率
は
約
４
割
、
収
益
力
も
弱
い

・
担

い
手

不
足

、
耕

作
放

棄
地

の
増

加

・
農
地
集
約
に
よ
る
規
模
拡
大

・
高

収
益

作
物

の
導

入
等

に
よ
る
収

益
構

造
の

改
善

H
2
8
年

度
農

林
水

産
省

・
集

落
戦

略
H
P
よ

り
抜

粋

①
１
０
年

～
１
５
年

先
の

将
来

像
か

ら
収

益
力

向
上

の
阻
害
要
因
を
定
量
的
に
予
測

②
水
田
の
畑
地
化
な
ど
、
新
た
な
構
造
転
換
に
必
要

な
営

農
モ
デ
ル

を
構

築
。

③
将
来
的
に
必
要
な
技
術
に
つ
い
て
、
導
入
効
果
や

実
現

性
を
調

査
し
、
開

発
目

標
（
コ
ス
ト
・
性

能
）
を

明
確
化

調
査

研
究

の
概

要

中
山

間
地

域
の

将
来

の
あ

る
べ

き
姿


経

営
規

模
の

拡
大

を
支

え
る
技

術
と
は

？


高

収
益

作
物

等
の

生
産

を
支

え
る
技

術
と
は

？


一

貫
機

械
体

系
を
支

え
る
基

盤
整

備
技

術
と
は

？

１
０
年

～
１
５
年

先
の

将
来

の
あ
る
べ

き
姿

１
０
年

～
１
５
年

先
の

農
業

法
人

の
収
益
力
５
割
増
を
実
現
す
る
た
め
、
将
来
あ
る
べ

き
姿

か
ら
必

要
と
な
る
技

術
的

体
系

を
調
査
し
、
技
術
開
発
目
標
（
コ
ス
ト
・
性
能
）
を
明
確
化
し
ま
す
。

○
１
０
年
～
１
５
年
先
の
中
山
間
地
域
に
お
け
る
農
業
法
人
の
収
益
力
５
割
増
を
目
標
と
し
て
、
自
然
的
・
社
会
的
条
件
の
も
と
で

優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き
技
術
的
課
題
を
調
査
し
ま
す
。

中
山

間
地

域
に

お
け

る
農

業
法

人
の

収
益

力
が

５
割

増
に

な
る

と
、

新
た

な
見

通
し

が
で

き
る

。
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極
端
な
抗
菌
剤
使
用
抑
制

【
ア
ウ
ト
カ
ム
】

○
動

物
用

抗
菌

剤
の

使
用

マ
ニ
ュ
ア
ル

の
策

定
や

、
家

畜

の
防
疫
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂

○
常

在
疾

病
に
よ
る
被

害
を
低

減
し
家

畜
生

産
基

盤
を
強

化

【
研

究
開

発
目

標
】

○
薬

剤
耐
性
対
策
の
目
標

＊
を
達

成
し
つ
つ
、
常

在
疾

病

に
よ
る
家

畜
生

産
性

の
低

下
を
抑

制
す
る
た
め
の

技
術

開
発
を
実
施

＊
大
腸
菌
の
テ
ト
ラ
サ
イ
ク
リ
ン
耐
性
率
を
2
0
2
0
年
に
3
3
%
以
下

、
セ
フ
ァ
ロ
ス
ポ
リ
ン

と
フ
ル
オ
ロ
キ
ノ
ロ
ン
耐
性
率
を
2
0
2
0
年
に
G
7
各
国
の
数
値
と
同
水
準

常
在

疾
病

が
蔓
延

健
全
な
家
畜
生
産

♪
～

【
研

究
の

必
要

性
】

○
抗
菌
性
物
質
が
効
か
な
く
な
る
薬

剤
耐

性
（
AM

R）
感

染

症
が
世
界
的
に
拡
大
。
新
薬
の
開
発
の
停
滞
も
あ
り
、

公
衆
衛
生
及
び
社
会
経
済
的
に
大

き
な
影

響

→
W
HO

、
先

進
諸

国
は

人
獣

横
断

的
な
対

応
を
提

唱

○
経
営
体
や
県
か

ら
は

、
家

畜
の

常
在

疾
病

に
対

す
る

ワ
ク
チ
ン
や
検
査
技
術
の

開
発

を
要

望
す
る
声

【
克

服
す
べ

き
課

題
】

○
医

療
現

場
や

家
畜

生
産

現
場

に
お
け
る
抗

菌
剤

の
不

適
切

な
使

用
に
よ
り
、
耐

性
菌

が
発

生
し
、
治

療
効

果
が

得
ら
れ
な
く
な
る
可
能
性

○
一

方
、
抗

菌
剤

の
使

用
を
抑

制
す
れ

ば
、
常

在
疾

病
が

蔓
延
し
、
家
畜
生
産
性
が
低
下

【
1】

動
物

用
抗

菌
剤

の
使

用

に
よ
る
リ
ス
ク
を
低

減
す
る
た

め
の

研
究

（
例
）

・
薬
剤
耐
性
の
発
生
・
伝
播
機
序
及

び
危
害
要
因
の
特
定
に
関
す
る
研

究 ・
家
畜
生
産
現
場
で
活
用
可
能
な

簡
易
検
査
法
の
開
発

・
抗

菌
剤

の
使

用
中

止
に
よ
る
耐

性
率
の
変
化
に
関
す
る
研
究

【
2】

抗
菌

剤
に
頼

ら
な
い
常

在
疾

病
防

除
技

術
の

開
発

（
例
）

・
発
病
抑
制
・
治
療
・
予
防
の
た
め

の
ワ
ク
チ
ン
を
含
む
免
疫
誘
導
技

術
の
開
発

・
発
症
・
伝
播
リ
ス
ク
の
高
い
感
染

家
畜
を
摘
発
す
る
技
術
の
開
発

実
施
内
容

抗
菌

剤
の

使
用

を
抑

制
し
つ
つ

常
在
疾
病
防
除

６
．
薬

剤
耐

性
問

題
に
対

応
し
た
家

畜
疾

病
防

除
技

術
の

開
発
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◎
パ

リ
協

定
を
受

け
、
平

成
2
8
年

5
月

に
閣

議
決

定
さ
れ

た
「
地

球
温

暖
化

対
策

計
画

」
お
い
て
、
地

球
温

暖
化

対
策

と
経

済
成

長
を
両

立
さ
せ

な
が

ら
、
「
温

室
効

果
ガ
ス
排

出
量

を
2
0
5
0
年

度
に
は

2
0
1
3
年

度
比

8
0
％

減
の

排
出

削
減

を
目

指
す
」
こ
と
と
さ
れ

た
。

こ
の
目
標
達
成
の
た
め
に
は
、
既
存
対

策
の
延
長
で
は
な
い
農
業
分
野
に
お
け
る
革
新
的
技
術
の
研
究
開
発
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

☆
家

畜
に
お
い
て
温

室
効

果
ガ
ス
の

排
出
を
2
0
％

以
上

削
減
す
る
生

体
（
個

体
差

異
、
選

抜
等

）
に
関

す
る
技

術
、
家

畜
に
お
け
る
温

室
効

果
ガ
ス
削

減
効
果

と
生

産
性

を
兼

ね
備
え
た
飼
料
・
排
泄
物
等
の
飼
養
管
理
技
術
等
の
開
発
【
H
3
3
】

☆
施

設
園

芸
か

ら
化
石

エ
ネ
ル

ギ
ー
由

来
の

C
O

2
排
出
量
を
ゼ
ロ
に
す
る
技
術
の
開
発
【
H
3
3
】

☆
耕

作
放

棄
地

を
モ
デ
ル

に
有

機
資

源
等

の
投
入

に
よ
り
１
h
aあ

た
り
C
O

2
換
算
で
0
.5
ト
ン
の
炭
素
貯
留
量
の
向
上
を
可
能
と
す
る
土
作
り
法
の
開
発
【
H
3
3
】

主
な
到

達
目

標

背
景

☆
畜

産
分

野
に
お
け
る
先

進
的

緩
和

技
術

の
開

発
・
実

証

•
家
畜
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
発
生
が
抑
制
さ
れ
る
生
体
（
個
体

差
異

、
選

抜
等

）
に
関

す
る
研

究
開

発
•

温
室
効
果
ガ
ス
の
発
生
を
低
減
す
る
飼
養
管
理
技
術
（
飼
料
・
排
泄
物
等
）

に
関

す
る
研

究
開

発
家

畜
由

来
の

温
室

効
果

ガ
ス
の

個
体

差
等

に
関

連
す
る
研

究
開

発

☆
耕

作
放

棄
地

を
活

用
し
た
土

壌
炭

素
貯

留
モ
デ
ル

の
開

発

•
有

機
資

源
を
効

率
的

に
施
用
し
炭
素
貯
留
量
を

増
強

す
る
土

作
り
法

の
開
発

•
観
賞
作
物
等
の
省

力
栽

培
時
や
作
物
生
産

時
の

炭
素
貯
留
量
の
評

価
と

維
持
管
理
法
の
開

発

研
究

内
容

省
エ
ネ
＋

蓄
エ
ネ
＋

創
エ
ネ

→
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
ゼ
ロ

Ｃ
Ｏ

２

他
産
業
か
ら
発
生
す
る
Ｃ
Ｏ

２
を

光
合

成
促

進
に
有

効
活

用

耕
作

放
棄
地

観
賞

作
物

等
を
省

力
栽

培
し

つ
つ
炭
素
貯

留
量

と
地

力
の

維
持

・
向

上

有
機

資
源

の
す
き
込

み
に

よ
り
炭
素
貯
留
量
を
増
強

N
2O

CH
4

温
室

効
果

ガ
ス
を
低

減
す
る
飼

養
管

理
技

術
に
関

連
す
る
研

究
開

発

飼 料 等

☆
Ｃ
Ｏ

2
排

出
量

ゼ
ロ
・
グ
リ
ー
ン
ハ

ウ
ス
モ
デ
ル

の
確

立

•
施

設
園

芸
か

ら
発

生
す
る
Ｃ
Ｏ

２
を
ゼ
ロ
に

す
る
た
め
の
再
エ
ネ

等
利

用
技

術
の
開
発

•
他

産
業

か
ら
発

生
す

る
Ｃ
Ｏ

２
を
施

設
園

芸
で
利
用
す
る
た
め
の

技
術

開
発

CO
2排

出
量

ZE
RO

７
．
農

業
分

野
に
お
け
る
気

候
変

動
緩

和
技

術
の

開
発
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